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滞納ランク分け基準（水道課内規） 対　応

Ａ 滞納がおおむね1年以内で、連絡がつくもの。 督促の継続

Ｂ
滞納が短期・少額で返済意思が確認できな
いもの、及び長期・高額でも返済の確認で
きるもの、連絡のつくもの。

督促の継続

Ｃ 返済意思ないもの及び完済見込みのないも
の、連絡つかないもの。

給水停止・
回収委任・

債権放棄等検討

平成30年度　決算審査（水道事業）

　適切な対応がされないまま未収金が増加している。
　水道事業の公平負担の原則に基づき、悪質な滞納者の根絶、未収金の削減に努め、健全
な運営維持を図られたい。

監査 委員の指摘

Cランク滞納者増加、回収進まず

質
　
疑　

北
山
議
員

　
昨
年
、
監
査
委
員
か
ら
給
水

停
止
の
指
摘
は
実
行
さ
れ
た
か
。

悪
質
な
80
件
に
対
し
て
の
対
処

は
。

答
　
弁　

住
田
水
道
課
長

　

30
年
度
に
給
水
停
止
の
措
置

は
し
て
い
な
い
。
徴
収
検
討
委

員
会
の
結
論
が
無
い
の
で
、
今

ま
で
通
り
の
滞
納
対
策
で
あ
る
。

年
２
回
の
催
告
書
を
発
送
、
訪

問
、
催
促
、
集
金
し
て
い
る
。

質
　
疑　

北
山
議
員

　
指
摘
の
「
適
切
な
対
応
が
さ

れ
て
い
な
い
」を
説
明
さ
れ
た
い
。

答
　
弁　

多
田
代
表
監
査
委
員

　

滞
納
者
を
色
分
け
し
た
ま

ま
、
悪
質
者
の
具
体
的
な
対
応

が
見
え
ず
従
来
の
ま
ま
な
の
で
、

「
適
切
に
対
応
で
き
て
い
な
い
」

と
な
っ
た
。

●
討　
論

反　
対　
北
山
議
員

　

水
道
会
計
及
び
簡
易
水
道
特

別
会
計
で
悪
質
な
滞
納
者
の
件

数
が
増
加
し
、
課
長
は
「
滞
納

対
応
の
結
論
が
出
来
て
い
な
い
の

で
、
今
ま
で
通
り
の
対
応
の
ま

ま
」
と
言
い
、「
健
全
な
運
営
維

持
」
が
さ
れ
て
な
い
。
採
決
に
は

良
識
あ
る
判
断
を
。

賛　
成　
松
本
議
員

　

副
町
長
が
未
収
金
の
滞
納
委

員
会
を
設
置
し
喫
緊
に
対
応
し

て
い
く
と
答
弁
し
て
い
る
。

採
決
結
果

認
定
（
賛
成
８
：
反
対
３
）

〈平成 30 年６月〉
上水道 未納額

Ａ 19 件 ９万円

Ｂ 17 件 23 万円

Ｃ 80 件 986 万円

総数 116 件 1019 万円
簡易水道 未納額

Ａ 23 件 10 万円

Ｂ 10 件 34 万円

Ｃ 37 件 897 万円

総数 70 件 941 万円

〈令和元年６月〉
上水道 未納額

Ａ 27 件 16 万円

Ｂ 16 件 48 万円

Ｃ 88 件 1048 万円

総数 131 件 1112 万円
簡易水道 未納額

Ａ 34 件 19 万円

Ｂ 16 件 61 万円

Ｃ 42 件 916 万円

総数 92 件 996 万円
（金額は、千の位を四捨五入した。）
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◆
一
般
会
計
決
算

質
　
問　

戎
野
議
員

　
城
山
交
流
拠
点
施
設
の
利
用

者
数
、
収
入
額
は
。

　
移
住
交
流
事
業
で
何
人
の
増

加
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長

　

利
用
日
数
83
日
、
合
計
利
用

者
数
５
５
６
人
で
、
収
入
額
は

32
万
１
０
０
０
円
。

　

６
組
７
人
の
う
ち
、
６
人
の

方
が
移
住
し
て
い
る
。

質
　
問　

山
本
委
員

　
ド
ク
ダ
ミ
の
作
付
面
積
は
ど

う
か
。

答
　
弁　

島
村
産
業
振
興
課
長

　

出
荷
戸
数
３
戸
、
面
積
が
17

ａ
、
総
収
量
は
41
㎏
、
売
上
高

は
２
万
７
０
０
０
円
。

質
　
問　

岩
瀬
議
員

　
防
犯
灯
の
位
置
は
住
民
の
要

◆
病
院
事
業
会
計
決
算

質
　
問　

北
山
委
員

　
病
院
の
入
院
患
者
数
が
１
日

平
均
3.8
人
減
、
２
２
０
０
万
円

減
収
の
原
因
は
。

答
　
弁　

橋
本
事
務
長

　

日
赤
や
徳
大
へ
送
っ
た
こ
と
、

人
口
減
少
も
一
因
。
一
人
当
た

り
の
入
院
日
数
が
短
く
な
っ
て

い
る
。
常
勤
医
師
を
増
や
さ
な

い
と
入
院
患
者
を
増
や
せ
な
い
。

４
月
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

10
床
を
は
じ
め
て
、
今
年
度
は

少
し
増
え
て
い
る
。

質
　
問　

山
本
議
員

　
１
億
円
の
赤
字
を
出
し
て
い

る
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
弁　

影
治
町
長

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
、
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
分
す
べ

て
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
医
師

確
保
に
つ
い
て
は
、
徳
大
地
域

望
だ
け
で
付
け
て
い
る
の
か
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

新
設
の
場
合
は
住
民
か
ら
の

要
望
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

電
気
代
に
つ
い
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
え
た
り
新
し
く
し
た
分
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て

は
町
で
払
う
。

枠
の
学
生
が
医
師
と
し
て
美
波

町
に
も
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

◆
一
般
会
計
決
算

質
　
問　

戎
野
委
員

　
国
が
進
め
る
と
い
う
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

と
の
連
携
は
ど
う
な
る
か
。

答
　
弁　

南
住
民
生
活
課
長

　

カ
ー
ド
の
交
付
は
住
民
生
活

課
だ
が
、
そ
の
利
用
は
業
務
で

な
い
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。
国

は
、
公
務
員
に
進
め
て
い
る
。

質
　
問　

丸
龍
議
員

　
心
配
ご
と
相
談
の
委
託
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
弁　

大
三
福
祉
課
長

　

社
協
と
委
託
契
約
し
て
、
出

来
高
払
い
と
人
件
費
、
必
要
経

費
も
含
め
て
補
助
し
て
い
る
。

移
住
交
流
事
業
で
６
人
移
住

入
院
収
益
２
千
２
百
万
円
減

質
　
問　

北
山
委
員

　
地
域
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

（
由
岐
）
で
、
子
育
て
支
援
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
間
、住

民
が
使
え
る
部
屋
が
な
い
と
い

う
話
が
あ
る
が
、使
え
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
弁　

花
木
支
所
長

　

で
き
る
だ
け
住
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
社
協
と
協
議
す
る
。

質
　
問　

岩
瀬
委
員

　
日
和
佐
公
民
館
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
２
２
６
万
円
は
ど
ん

な
工
事
か
。

答
　
弁　

山
本
社
会
教
育
課
長

　

耐
用
年
数
が
き
た
こ
と
に
よ

る
交
換
で
、
日
和
佐
公
民
館
だ

け
行
っ
た
。

質
　
問　

宮
原
議
員

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
か

か
る
債
権
回
収
に
つ
い
て
、
当

初
立
替
え
た
と
き
、
今
後
返
還

さ
れ
た
と
き
の
費
目
は
な
に
か
。

答
　
弁　

礒
野
副
町
長

　

当
初
は
置
い
と
い
て
、
返
還

さ
れ
る
と
き
は
、
一
般
会
計
の

雑
入
に
な
る
。

利用促進が期待される城山交流拠点施設

総
務
産
業
建
設
決
算
審
査

文
教
厚
生
決
算
審
査
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影
治
町
長
よ
り
６
月
定
例
会
以
降
の
「
諸
般
の
報
告
」

が
あ
っ
た
。

　
認
定
２
件
、
報
告
３
件
、
条
例
議
案
６
件
、
財
産
取
得

議
案
１
件
、
補
正
予
算
議
案
６
件
の
、
計
18
議
案
の
提
案

理
由
説
明
が
あ
っ
た
。

◆
専
決
第
11
号　
谷
裏
配

水
池
工
事
の
変
更
契
約

　
令
和
元
年
５
月
９
日
、
送
水

設
備
エ
ア
チ
ャ
ン
バ
ー
（
約

１
０
０
０
万
円
）
を
追
加
。

質
　
疑　

中
川
議
員　

　
初
め
の
設
計
に
は
な
か
っ
た

の
か
。

答
　
弁　

住
田
水
道
課
長

　

設
計
で
は
水
源
、
送
水
管
の

径
、
配
水
池
の
高
さ
も
同
じ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
査
し
た

ら
水
撃
圧
に
よ
り
ポ
ン
プ
や
パ

イ
プ
が
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
る

９
月
定
例
会
の
概
要

（
９
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
15
日
間
開
催
）

と
分
か
っ
た
の
で
、
９
個
の
空

気
室
を
と
り
つ
け
た
。

◆
専
決
第
12
号　
西
町
排

水
機
工
事
の
変
更
契
約

　

令
和
元
年
７
月
22
日
、
ポ

ン
プ
の
通
報
装
置
な
ど
（
約

４
５
０
万
円
）
を
追
加
。

質
　
疑　

中
川
議
員　

　
初
め
の
設
計
に
入
れ
て
お
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長　

　

建
設
課
の
パ
ソ
コ
ン
で
ポ
ン

プ
管
理
で
き
る
よ
う
変
更
し

た
。
ま
た
保
守
作
業
の
安
全
の

た
め
に
フ
タ
を
追
加
。

◆
議
案
第
49
号　
博
物
館

条
例
の
改
正

　
10
月
の
増
税
に
伴
い
、
内
税

か
ら
外
税
に
変
え
る
。
金
額
に

1.1
を
か
け
、
10
円
未
満
を
切
り

捨
て
る
。

質
　
疑　

北
山
議
員　

　
外
税
で
混
乱
し
な
い
の
か
。

答
　
弁　

寺
内
教
育
長

　

表
示
は
税
込
み
で
す
る
。

◆
議
案
第
51
号　
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
条
例

の
制
定

　
地
方
公
務
員
法
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら

新
制
度
に
な
る
。
フ
ル
タ
イ
ム

職
員
に
は
給
与
を
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
職
員
に
は
報
酬
を
支
給
す

る
。

質
　
疑　

山
本
議
員　

　
新
制
度
で
人
件
費
は
ど
う
な

る
か
。

答
　
弁　

浜
総
務
課
長

　

１
人
当
た
り
年
収
は
10
万
円

程
度
上
が
る
。
現
在
臨
時
職
員

１
３
１
人
の
う
ち
パ
ー
ト
は
32

人
、
来
年
度
は
、
看
護
師
、
保

育
士
、教
員
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
、

他
は
パ
ー
ト
で
任
用
す
る
。

◆
議
案
第
52
号　
財
産
の

取
得
（
高
台
整
備
）

　
山
林
、
田
、
宅
地
約
３
万
㎡

を
、
１
２
６
０
万
円
余
り
で
買

収
す
る
。
仮
契
約
は
済
ん
で
い

る
。

質
　
疑　

北
山
議
員　

　
算
定
根
拠
は
な
に
か
。
用
地

交
渉
の
進
捗
は
。

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

大
和
経
済
鑑
定
所
に
発
注
。

標
準
地
を
９
か
所
選
び
、
買
収

価
格
を
決
め
て
い
る
。
仮
契
約

４

、
内
諾
４

弱
、
交
渉
中

3.5

。
９
割
の
地
権
者
か
ら
内

諾
（
予
定
額
１
億
５
６
０
０
万

円
の
う
ち
１
億
４
５
０
０
万

円
）。

◆
議
案
第
53
号　
令
和
元

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

質
　
疑　

宮
原
議
員　

　
国
の
高
台
整
備
費
が
減
額
さ

れ
た
が
そ
の
理
由
は
。

答
　
弁　

影
治
町
長

　

高
台
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
は
、
当
初
６
割
の
補
助

率
で
あ
っ
た
が
、
申
請
す
る
団

体
が
増
え
て
４
割
に
下
が
っ
て

い
る
。
残
り
は
過
疎
債
を
充
て

る
が
、
そ
の
３
割
は
町
負
担
に

な
る
。
予
算
を
確
保
し
た
い
。

質
　
疑　

宮
原
議
員　

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
４
０

０
０
万
円
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
弁　

大
三
福
祉
課
長

　

当
初
予
算
の
１
０
０
０
万

円
は
国
の
補
助
金
、
補
正
の

４
０
０
０
万
円
は
対
象
者

が
負
担
す
る
分
、
合
わ
せ
た

５
０
０
０
万
円
は
商
工
会
へ
渡

す
。
消
費
さ
れ
な
か
っ
た
分
は

返
還
さ
れ
る
。
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核
禁
止
条
約
へ
の

参
加
否
決

◆
請
願
第
３
号　
『
核
兵

器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批

准
』意
見
書
を
求
め
る
請
願

請
願
者
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

紹
介
議
員　
中
川
尚
毅

【
請
願
趣
旨
】

　

核
兵
器
の
廃
絶
は
、
人
類
の

生
存
が
問
わ
れ
る
死
活
問
題
。

日
本
政
府
は
反
対
し
て
い
る
が
、

態
度
を
改
め
条
約
を
批
准
す
る

よ
う
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
。

●
討　
論

賛　
成　
中
川
議
員

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
人
類
に

と
っ
て
は
画
期
的
で
あ
る
。

反　
対　
松
本
議
員

　

外
交
は
国
が
決
め
る
こ
と
で

ジ
ッ
ク
リ
見
た
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　

国
の
姿
勢
に
意
見
を
述
べ
る

の
は
当
然
。
被
爆
国
と
し
て
非

核
３
原
則
も
生
ま
れ
て
い
る
。

反　
対　
川
尻
議
員

　

安
全
保
障
上
日
本
国
を
守
る

観
点
か
ら
反
対
。

賛　
成　
北
山
議
員

　

原
爆
投
下
国
の
国
民
感
情
か

ら
国
会
で
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
。

反　
対　
舛
田
議
員　
　

　

核
兵
器
所
有
国
や
開
発
国
も

あ
る
。
人
口
の
少
な
い
美
波
町

に
請
願
を
求
め
る
の
は
無
理
。

反　
対　
寺
下
議
員

　

こ
の
条
約
が
核
兵
器
の
な
い

世
界
の
実
現
に
直
ち
に
結
び
つ

く
と
は
考
え
に
く
い
。

採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
３
：
反
対
８
）

議
員
定
数
２
削
減
を

否
決

◆
請
願
第
４
号　
議
員
定

数
２
削
減
を
求
め
る
請
願

請
願
者　
田
仁　

理

紹
介
議
員　
戎
野　

博

【
請
願
趣
旨
】

　

除
斥
の
対
象
者
が
審
議
・
採

決
す
る
議
会
に
は
、
法
令
を
遵

守
し
、
監
視
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
信
頼
で
き
る

議
会
に
変
え
る
た
め
に
議
員
削

減
を
求
め
る
。

●
討　
論

賛　
成　
戎
野
議
員

　

人
口
の
減
に
見
合
っ
た
定
数

に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
、
経
費

節
減
か
ら
当
然
だ
。

反　
対　
川
尻
議
員

　

地
域
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る

た
め
に
議
員
削
減
は
す
べ
き
で

な
い
。

賛　
成　
北
山
議
員　

　

監
視
機
能
を
果
た
す
請
願
を

議
論
し
な
い
の
で
は
住
民
の
信

頼
を
得
ら
れ
な
い
。

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
尚
毅

【
請
願
趣
旨
】

　
「
監
査
意
見
書
の
作
成
は
、

事
務
方
が
提
案
し
、
監
査
委
員

が
納
得
し
て
記
載
し
て
い
る
」

と
の
説
明
は
手
順
が
違
う
。
議

会
と
し
て
の
説
明
を
求
め
る
。

●
討　
論

賛　
成　
中
川
議
員

　

審
議
を
尽
く
せ
。

反　
対　
松
本
議
員

　

監
査
委
員
は
独
立
機
関
。
請

願
は
筋
違
い
。

反　
対　
川
尻
議
員

　

監
査
委
員
を
議
会
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
は
非
常
識
。

反　
対　
丸
龍
議
員
・
舛
田
議
員

　

議
会
は
監
査
委
員
を
審
査
す

る
立
場
に
な
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　

監
査
委
員
の
報
告
に
請
願
で

き
な
い
と
い
う
の
は
矛
盾
。

反　
対　
丸
龍
議
員　

　

監
視
機
能
・
法
令
を
守
ら
な

い
議
員
は
減
ら
し
て
い
く
と
い

う
請
願
は
お
か
し
い
。

賛　
成　
中
川
議
員　
　

　

審
議
が
一
回
１
時
間
で
、
議

論
も
な
く
形
式
的
な
採
決
で
不

採
択
に
な
っ
た
。

反　
対　
山
本
議
員　

　

定
数
減
で
は
委
員
会
も
開
催

で
き
ず
、
住
民
の
意
見
も
反
映

で
き
な
い
。

反　
対　
舛
田
議
員　

　

今
減
ら
す
と
次
の
選
挙
か
ら

減
る
の
で
時
期
尚
早
だ
。

採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
４
：
反
対
７
）

議
会
は
監
査
委
員
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い

◆
請
願
第
５
号　

監
査
意
見

書
作
成
の
説
明
を
求
め
る
請
願
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採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
２
：
反
対
８
）

４
請
願
の
委
員
会
審

議
を
省
略

◆
【
動
議
】
請
願
第
６
号
、

７
号
、
８
号
、
９
号
に
つ

い
て
委
員
会
付
託
を
省
略
、

本
会
議
へ

提
出
議
員　
松
本
晋
児

賛
成
議
員　
丸
龍
孝
敏

●
討　
論

反　
対　
中
川
議
員

　

本
会
議
だ
け
の
審
査
は
乱
暴
。

賛　
成　
寺
下
議
員

　
９
月
の
議
運
で
採
択
し
て
い
る
。

注
【
議
長
に
戻
す
事
】

反　
対　
北
山
議
員

　

議
会
は
丁
寧
な
委
員
会
審
議

が
必
要
。

賛　
成　
川
尻
議
員

　

本
会
議
で
も
同
じ
。

反　
対　
戎
野
議
員

　

付
託
の
省
略
は
、
住
民
の
請

願
を
踏
み
に
じ
る
も
の
。

反　
対　
宮
原
議
員

　

請
願
の
対
象
議
員
が
、
付
託

省
略
の
動
議
を
提
出
す
る
の
は

納
得
で
き
な
い
。

向
山
議
長

　

除
斥
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、

今
回
の
請
願
は
議
会
全
体
の
こ

と
と
し
て
全
員
で
審
査
、
採
決

に
加
わ
っ
て
頂
く
。

採
決
結
果

動
議
可
決
（
賛
成
７
：
反
対
４
）

「
除
斥
」せ
ず
審
議
、

東
京
研
修
問
題
な
し

◆
請
願
第
６
号　
川
尻
議

員
、
寺
下
議
員
、
松
本
議

員
、
丸
龍
議
員
、
舛
田
議

員
、
向
山
議
員
の
問
責
を

求
め
る
請
願

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
尚
毅

【
請
願
趣
旨
】

　

議
会
が
復
命
書
を
提
出
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
広
報
研

修
参
加
者
か
ら
正
し
い
順
序
を

踏
ま
ず
復
命
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

関
係
者
６
名
の
問
責
を
求
め
る
。

●
討　
論

反　
対　
寺
下
議
員

　

職
員
の
旅
費
規
程
を
準
用
し

て
お
り
、請
願
と
し
て
妥
当
で
な
い
。

賛　
成　
北
山
議
員

　

請
願
対
象
者
の
除
斥
無
し
で

は
、
住
民
に
理
解
さ
れ
な
い
。

反　
対　
川
尻
議
員

　

紹
介
議
員
が
十
分
把
握
で
き

て
い
な
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　

議
員
の
除
斥
を
法
の
と
お
り

や
っ
て
い
く
べ
き
。

反　
対　
松
本
議
員

　

復
命
書
は
請
願
の
対
象
外
で
、

議
会
の
冒
と
く
に
は
当
た
ら
な
い
。

賛　
成　
中
川
議
員

　

請
願
者
非
難
よ
り
復
命
書
を

議
論
す
べ
き
。

反　
対　
丸
龍
議
員

　

紹
介
議
員
の
職
務
の
全
う
が

な
い
。

反　
対　
舛
田
議
員

　

請
願
事
項
の
意
味
が
分
か
ら

な
い
。

反
対　
山
本
議
員

　

請
願
と
し
て
の
妥
当
性
に
欠

け
て
い
る
。採

決
結
果

不
採
択
（
賛
成
４
：
反
対
７
）

議
員
派
遣
、「
口
頭
」

許
可
通
る

◆
請
願
第
７
号　
前
議
長

川
尻
議
員
の
問
責
を
求
め

る
請
願

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
尚
毅

【
請
願
趣
旨
】

　

平
成
28
年
10
月
27
日
の
鳥
獣

被
害
研
修
は
、
９
月
の
定
例
会

で
議
決
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
議
会

前
に
議
長
が
こ
の
研
修
を
口
頭

で
許
可
し
、
１
泊
２
日
の
航
空

券
を
手
配
し
て
い
た
。
議
員
派

遣
に
つ
い
て
議
決
を
定
め
た
会
議

規
則
に
違
反
。
広
報
研
修
と
異

な
る
鳥
獣
被
害
研
修
を
許
可
す

る
こ
と
は
権
限
を
逸
脱
し
て
い

る
。
前
議
長
の
問
責
を
求
め
る
。

●
討　
論

反　
対　
丸
龍
議
員　

　

請
願
者
の
解
釈
で
問
責
を
求

め
る
請
願
は
妥
当
で
は
な
い
。

賛　
成　
北
山
議
員　

　

議
長
一
任
は
、
白
紙
委
任
で

は
な
い
。
口
頭
で
了
解
す
る
べ

き
で
な
い
。

反　
対　
松
本
議
員　

　

決
算
審
査
で
可
決
し
て
い
る
。

近
隣
町
村
も
、
一
泊
二
日
で
研
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在
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

賛　
成　
戎
野
議
員

間
違
い
を
直
す
べ
き
で
、
議
会

が
困
る
こ
と
で
は
な
い
。

反　
対　
山
本
議
員　

請
願
を
だ
す
ま
で
も
な
い
。

採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
３
：
反
対
７
）

議
員
発
言
の
責
任
は
不
問

◆
請
願
９
号　
議
会
運
営
委

員
会
の
審
査
を
問
う
請
願

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
議
員

【
請
願
趣
旨
】

　

住
民
の
声
を
代
弁
す
る
権
限

の
あ
る
議
員
に
は
、
責
任
を
持

っ
た
発
言
を
求
め
る
。

●
討　
論

反　
対　
松
本
議
員

　

議
会
と
し
て
議
員
派
遣
し
、

調
査
研
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

反　
対　
舛
田
議
員

　

的
確
な
請
願
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

反　
対　
山
本
議
員

　

議
員
の
討
論
に
、
い
ろ
い
ろ

言
わ
れ
る
と
自
由
な
討
論
が
出

来
な
い
。

賛　
成　
北
山
議
員

　
住
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

反　
対　
寺
下
議
員

　

請
願
の
願
意
が
分
か
ら
な
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　
議
事
録
に
沿
っ
て
、
応
え
る
べ
き
。

反　
対　
川
尻
議
員

　

議
会
の
秩
序
が
保
た
れ
な
い
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

議
会
と
し
て
謙
虚
に
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
る
。

採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
４
：
反
対
７
）

修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

反　
対　
舛
田
議
員

　

松
本
議
員
と
全
く
同
じ
意
見
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　
議
長
一
任
以
前
に
、
議
会
で
議

決
で
き
た
事
実
を
認
め
る
べ
き
。

反　
対　
山
本
議
員　

　

条
文
に
議
長
一
任
が
あ
る
以

上
、
問
責
は
妥
当
と
思
わ
な
い
。

反　
対　
岩
瀬
議
員　

　

一
応
、
議
長
一
任
は
議
会
で

承
諾
し
て
お
り
、
議
長
に
任
せ

て
い
る
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

事
実
の
認
定
と
会
議
規
則
に

照
ら
す
べ
き
。

採
決
結
果

不
採
択
（
賛
成
４
：
反
対
６
）

監
査
意
見
記
載
ミ
ス

問
題
な
し

◆
請
願
８
号　
監
査
事
務

局
及
び
監
査
委
員
の
問
責

を
求
め
る
請
願

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
尚
毅

【
請
願
趣
旨
】

　

平
成
29
年
度
の
決
算
監
査
意

見
書
に
数
字
の
間
違
い
が
あ
っ

た
。
11
月
末
に
訂
正
を
求
め
た

が
、
今
年
５
月
末
の
議
会
運
営

委
員
会
ま
で
半
年
以
上
放
置
し

て
い
た
。
こ
の
原
因
、
責
任
の

所
在
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

●
討　
論

反　
対　
松
本
議
員　

　

監
査
委
員
に
議
員
が
も
の
言

う
の
は
お
こ
が
ま
し
い
の
で
、

請
願
は
筋
違
い
と
思
う
。

賛　
成　
北
山
議
員

監
査
委
員
は
間
違
い
が
あ
れ
ば
敏

感
に
訂
正
を
さ
せ
る
。
責
任
の
所

11
月
の
宮
城
県
視

察
、決
ま
る

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

●
討　
論

反　
対　
北
山
議
員

　

視
察
研
修
あ
り
き
の
視
察
研

修
は
、
住
民
に
理
解
さ
れ
な
い

と
思
う
。

賛　
成　
寺
下
議
員

　

委
員
会
で
、
行
程
説
明
は
あ

っ
た
。
過
疎
の
進
む
地
方
の
農

山
村
が
抱
え
る
課
題
を
調
査
・

研
究
す
る
こ
と
は
重
要
と
思
う
。

反　
対　
中
川
議
員

　

費
用
と
研
究
目
的
か
ら
し
て

宮
城
県
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
、
近
く
で
美
波
町
に
似
た
と

こ
ろ
に
再
考
を
。

採
決
結
果

可
決
（
賛
成
８
：
反
対
３
）
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議　　　　案
報 告 ９ 号 専決処分の報告 議案第53号 令和元年度　一般会計補正予算

議案第46号 印鑑条例の一部改正 議案第57号 令和元年度　後期高齢者医療会計
補正予算

議案第47号 職員特殊勤務手当条例の一部改正 発議第６号 議会委員会条例の一部を改正

議案第50号 地方公務員法、地方自治法施行に
ともなう12条例の一部改正

※議案の名称は短縮してあります。

◆ 各議員の賛否◆ ������� 議長…－　賛成…○　反対…╳　退席…退　除斥…除

議　員　名

議　案

戎
野　
　

博

北
山　

朝
彦

川
尻　

竹
藏

山
本　

正
男

丸
龍　

孝
敏

舛
田　

邦
人

松
本　

晋
児

岩
瀬　
　

公

向
山　

篤
宏

中
川　

尚
毅

寺
下　

博
子

宮
原　

英
夫

結　果

認定第１号 平成30年度　公営企業会計決算の認定 ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ╳ ○ ○ 認定

認定第２号 平成30年度　歳入歳出決算の認定 ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ╳ 認定

報告第７号 平成30年度　決算の健全化判断比率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ╳ 承認

報告第８号 平成30年度　決算の資金不足比率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ╳ 承認

議案第48号 消防団設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

議案第49号 日和佐うみがめ博物館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

議案第51号 会計年度任用職員の給与条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

議案第52号 財産の取得（日和佐地区高台整備事業） ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ╳ 可決

議案第54号 令和元年度　国民健康保険事業会計
補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

議案第55号 令和元年度　介護保険事業会計補正
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

議案第56号 令和元年度　国民健康保険診療所会
計補正予算 ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ 可決

議案第58号 令和元年度　水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決

請願第３号 「核兵器禁止条約の調印・批准をする
ことを求める」意見書を求める請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ╳ 不採択

請願第４号 議員定数2削減を求める請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ○ 不採択

請願第５号 監査意見書作成の説明を求める請願 ○ 退 ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ╳ 不採択

動 議 請願第６号、７号、８号、９号につ
いて委員会付託を省略、本会議へ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ╳ 可決

請願第６号 川尻議員、寺下議員、松本議員、丸龍議員、
舛田議員、向山議員の問責を求める請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ○ 不採択

請願第７号 川尻前議長の問責を求める請願 ○ ○ 除 ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ○ 不採択

請願第８号 監査事務局及び監査委員の問責を求
める請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ 除 ╳ 不採択

請願第９号 議会運営委員会の審査を問う請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ − ○ ╳ ○ 不採択

議 員 派 遣 に つ い て ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可決
※議案の名称は短縮してあります。

第３回定例会　◆ 各議員の賛否（全会一致の議案）◆



9

美波町議会だより 第54号

議
長・議
員
の
主
な
活
動
状
況

（
令
和
元
年
６
月
定
例
会
～
９
月
定
例
会
）

６
月
25
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
西
新
町
）

６
月
28
日　
議
会
だ
よ
り（
恵
比
須
浜
田
井
）

７
月
４
日　
宮
城
県
松
島
町
議
会
来
町
（
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
視
察
）

７
月
10
日　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
東
京
）

７
月
11
日　
議
会
運
営
委
員
会

７
月
16
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

７
月
29
日
、
８
月
３
日
、
７
日
、
８
日
、

16
日
、
19
日
、
20
〜
22
日
、
26
〜
27
日
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業

７
月
18
日　
全
員
協
議
会

７
月
18
日　
防
災
高
台
対
策
特
別
委
員
会

７
月
22
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
奥
河
町
）

７
月
24
日　
部
落
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
審

議
会

７
月
26
日　
議
会
運
営
委
員
会

７
月
29
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
東
由
岐
）

７
月
29
日
〜
30
日　
議
会
議
員
研
修
（
滋
賀

県
）

８
月
２
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例

会

　

議
会
は
、
災
害
時
に
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
平

穏
時
に
は
、
過
疎
化
・
少
子
化
対
策
の
推
進
な
ど
、

行
政
と
共
に
町
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
地
域
の
発
展
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
存
在
感
の
あ
る
議
会
と
し
て
常
に
議
員

が
研
修
や
研
鑽
を
積
み
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

前
回
の
議
会
広
報
（
第
53
号
）
に
お
い
て
そ
の
一
部

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
進
地
議
会
で

は
、
本
来
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
や
、
町
民
の
た
め

の
議
会
と
し
て
、
ま
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
そ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

我
が
町
に
も
、
以
前
に
は
議
会
改
革
・
広
報
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、広
報（
議

会
だ
よ
り
）
の
編
集
作
業
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ

た
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

た
12
名
の
議
員
の
町
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
の
考

え
方
や
手
法
に
違
い
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
議

会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
、
な
お
一
層
連
携
を
と
り

町
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
初
心
に
帰
っ
て
そ
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
福
祉
の
視
点
に
立
っ
て

議長の

一言

８
月
５
日
、
広
島
県
竹
原
市
議
会
来
町
（
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
視
察
）

８
月
６
日　
海
部
郡
消
防
組
合
に
関
す
る
協
議
会

８
月
10
日　
香
川
県
三
豊
市
た
く
ま
港
ま
つ
り

８
月
19
日　
徳
島
県
南
部
地
区
四
国
横
断
自
動
車

道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
（
阿

南
市
）

８
月
20
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
天
神
町
）

８
月
22
日
〜
27
日　
美
波
町
・
ケ
ア
ン
ズ
市
姉
妹

都
市
締
結

50
周
年
記
念
海
外
派
遣
事
業

８
月
23
日　
町
村
議
会
広
報
紙
作
成
講
座
（
徳
島

市
）

８
月
28
日　
愛
媛
県
宇
和
島
市
議
会
来
町
（
事
前

復
興
計
画
に
つ
い
て
視
察
）

８
月
30
日　
議
会
運
営
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

８
月
31
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
井
ノ
上
）

９
月
１
日　
徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
（
阿
南
市
）

９
月
３
日　
海
部
郡
防
犯
連
合
会
総
会

９
月
５
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
月
６
日　
海
部
郡
衛
生
処
理
事
務
組
合
議
会
全

員
協
議
会
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寺下議員
①小・中学校の教育現場の現状は
②職員の安全対策と地域の見守りへの取り組みは
③ブロック塀の撤去等にかかる補助金制度の現状、今
後の取り組みは

p11

宮原議員
①高台整備をどう説明してきたのか。事業計画とその
効果を示す時ではないか
②「旅費は認められない」とした指摘が「手続き上の
不備」とする根拠は

p12

北山議員 ①特定空家個別事案の進捗状況は p13

戎野議員
①えびす避難タワーの雨水侵入対策を
②井ノ上の老人ルームを氾濫時の避難場所として改修利
用できないか

p14

山本議員 ①働き方改革の取り組みは
②森林環境譲与税の動向は p15

中川議員
①新任用制度でどう変わる
②町内の医療機関で医薬品に差がある
③保育教育無償化で負担増は

p16

※全文を記載した議事録は町のホームページでご覧ください。
一般質問とは、町のさまざまな課題について議員が町に考えを聞く質問のことです。

　議員は年４回開催される定例会において、政策提言も含めて質問をすることができ、内容は自由です。
　質問と答弁がかみ合うよう事前通告制となっています。

６人の議員が

町政をチェック
一般質問

（登壇の順で掲載）

スマホで
議会を見よう。
スマートフォンで美波町議会の
“ 白熱 ” 議案審議、一般質問、
議事録を見ることができるよう
になりました。
※一般質問は質問者横の QR コードから動画再生が出来ます。※視聴には通信料がかかりますのでご注意ください。

①表紙のQRコードの読み取り
②町議会のホームページ
③「町議会インターネット中継」

➡詳細➡「録画配信はこちらから」
④「令和元年」➡ 9月→９/26（議案審議）➡動画再生
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児
童
生
徒
の
学
ぶ
権
利
が
十
分
保
障
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答　弁 1
小
・
中
学
校
の
教
育
現
場
の
現
状
は

寺
てら

下
した

　博
ひろ

子
こ

議員録画配信中

質
　
問

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
と
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
は
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

基
礎
基
本
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
児
童
生

徒
が
興
味
を
持
ち
、
主
体
性
を

も
っ
て
学
ぶ
授
業
を
展
開
す
る
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
つ
ま

づ
き
を
克
服
す
る
た
め
、
教
師

が
児
童
生
徒
に
手
厚
く
関
わ
る
。

　

読
み
取
る
力
の
育
成
を
意
識

し
、
指
導
す
る
。

質
　
問

　
い
じ
め
や
不
登
校
の
現
状
、

対
応
は
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
生

じ
た
い
じ
め
事
案
は
２
件
。
指

導
と
関
係
保
護
者
へ
の
周
知
に

よ
り
、
現
在
は
な
い
。

　

専
門
員
の
人
的
支
援
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
て
い
る
。
先
生
方
に

も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

先
進
事
例
を
確
認
し
、
本
町
で
も
活
用
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
検
討
を
進
め
た
い

答　弁 2
職
員
の
安
全
対
策
と
地
域
の
見
守
り
へ
の
取

り
組
み
は

質
　
問

　
公
用
車
の
台
数
と
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
状
況
は
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

日
和
佐
地
区
57
台
、
由
岐
地

区
13
台
の
計
70
台
。
う
ち
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
車
は

10
台
。
今
後
は
、
新
規
購
入
車

両
は
搭
載
し
、
既
存
の
車
両
は

車
検
時
に
合
わ
せ
搭
載
す
る
こ

と
を
検
討
し
た
い
。

質
　
問

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活

用
し
た
、
地
域
の
見
守
り
体
制

へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

先
進
事
例
を
確
認
し
、
検
討

し
た
い
。

一
般
質
問

今
後
も
、
補
助
金
制
度

の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い

答　弁 3
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

等
に
か
か
る
補
助
金

制
度
の
現
状
、
今
後

の
取
り
組
み
は

助
制
度
の
現
状
は
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

平
成
29
年
度
か
ら
消
防
防
災

課
所
管
で
は
、
補
助
率
は
３
分

の
２
以
内
で
、
１
敷
地
に
つ
き

上
限
15
万
円
。
申
請
者
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
及
び
土
地
の
所
有
者

か
、
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
。

　

ま
た
、
建
設
課
所
管
で
、
撤

去
の
た
め
の
補
助
制
度
が
あ
り
、

補
助
率
は
５
分
の
４
以
内
で
、

上
限
８
万
円
。

　

今
後
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら

フ
ェ
ン
ス
等
へ
の
建
て
替
え
に

か
か
る
経
費
の
補
助
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

質
　
問

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り

避
難
路
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

等
、
地
域
の
方
で
様
々
考
え
て

い
た
だ
き
、
町
と
し
て
も
補
助

金
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

質
　
問

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
の
補
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文
書
が
な
い
た
め
必
要
性
が
判
断
で
き
な
い
と

言
う
、
事
務
手
続
き
の
不
備
を
指
摘
し
た
も
の

と
考
え
る
。

答　弁

①
30
年
度
は
説
明
会
等
開
催
し
て
い
な
い

②
詳
細
設
計
が
整
え
ば
紹
介
す
る

答　弁 1
①
高
台
整
備
を
ど
う
説
明
し
て
き
た
の
か

　
②
事
業
計
画
と
そ
の
効
果
を
示
す
時
で
は
な

い
か

2
「
旅
費
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
指
摘
が

「
手
続
き
上
の
不
備
」
と
す
る
根
拠
は

宮
みや

原
はら

　英
ひで

夫
お

議員録画配信中

質
　
問

　
日
和
佐
地
区
高
台
整
備
事
業

は
、
説
明
資
料
等
が
誤
っ
て
お

り
、
正
確
な
説
明
が
さ
れ
て
い

な
い
。
30
年
度
以
降
、
町
民
に

ど
の
よ
う
に
訂
正
し
て
き
た
の

か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

日
和
佐
こ
ど
も
園
の
津
波
浸

水
予
測
は
、
最
大
値
４
m
を
用

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
。

　

30
年
度
に
は
説
明
会
等
は
開

催
し
て
い
な
い
。

質
　
問

　
公
園
用
地
の
取
得
に
か
か
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
説
明
が

な
い
。
事
業
の
計
画
と
そ
の
効

果
を
町
民
に
示
す
時
で
は
な
い

か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

整
備
計
画
の
具
体
的
な
内
容

は
、
詳
細
設
計
が
整
え
ば
広
報

誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹

介
す
る
。

質
　
問

　
日
和
佐
こ
ど
も
園
の
高
台
移

転
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
被
害
想
定
地
図
で
は
2.7

ｍ
・
16
分
と
表
示
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
問
で
は
４
ｍ
の
津
波
浸

水
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
お

り
、
誤
っ
て
い
る
。
30
年
度

質
　
問

　
広
報
研
修
の
旅
費
の
支
出
が

認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
指
摘
が

放
置
さ
れ
て
い
る
。「
必
要
性

が
明
確
で
な
い
旅
費
の
支
出
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
指
摘

が
、な
ぜ
「
手
続
き
上
の
不
備
」

と
解
釈
で
き
る
の
か
。

●
答
弁
　
多
田
代
表
監
査
委
員

　

文
書
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

の
で
必
要
性
が
判
断
で
き
て
い

な
い
こ
と
か
ら
旅
費
の
支
出
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
事
務
手

続
き
の
不
備
を
指
摘
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
議
会
で
も
議
員
派
遣

の
証
拠
書
類
を
作
成
し
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
と
し
て
議
論
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
事
務
手
続

き
に
問
題
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　「
旅
費
の
支
出
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
し
た
指
摘
し
た
こ
と

が
、「
命
令
簿
等
の
整
備
」
で

あ
れ
ば
同
じ
こ
と
を
二
重
に
記

載
す
る
必
要
は
な
い
。
素
直
に

「
支
出
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。
監
査

は
、
今
回
の
議
員
派
遣
が
適
法

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
べ
き
で
、

答
弁
で
は
監
査
の
役
割
が
果
た

さ
れ
て
い
な
い
。

●
答
弁
　
多
田
代
表
監
査
委
員

　

今
回
の
旅
費
の
支
出
が
適
正

で
あ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

手
続
き
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
は
明
か
で
、
直
す
べ
き
こ
と
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
研
修
は

必
要
で
、
議
長
の
口
頭
に
よ
る

許
可
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
公
務

に
よ
る
出
張
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
手
続
き
を
踏
む
こ
と
は

重
要
な
こ
と
。

質
　
問

　
監
査
の
基
本
は
議
員
派
遣
が

適
法
か
ど
う
か
で
あ
る
。
議
長

の
口
頭
に
よ
る
許
可
等
が
適
法

か
ど
う
か
が
疑
問
で
あ
り
、
詰

め
る
必
要
が
あ
る
。

に
は
説
明
会
等
し
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
誤
っ
た
説
明
の
ま

ま
で
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

　
町
民
に
正
し
い
情
報
を
提
供

し
、
町
民
参
加
の
も
と
で
事
業

を
進
め
る
姿
勢
が
な
い
こ
と
に

は
疑
問
で
あ
る
。
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特
定
空
家
認
定
に
向
け
、
相
談
を
か
け
状
況
を

見
て
い
る

答　弁 1
特
定
空
家
個
別
事
案
の
進
捗
状
況
は

北
きた

山
やま

　朝
あさ

彦
ひこ

議員録画配信中

質
　
問

　
特
定
空
家
で
、
町
か
ら
「
町

独
自
の
判
断
基
準
を
作
る
」「
除

却
対
象
70
件
の
所
有
者
を
特
定

す
る
」「
空
家
対
策
協
議
会
で

特
定
空
家
に
認
定
す
る
」「
町

か
ら
除
却
の
助
言
・
命
令
を
す

る
」「
最
悪
、
代
執
行
の
手
続

き
を
と
る
」
と
昨
年
の
９
月
定

例
会
で
答
弁
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
元
年
８
月
29
日
の
特
定
空

家
対
策
審
議
部
会
で
は
、
特
定

空
家
候
補
物
件
の
現
状
及
び
判

断
基
準
を
協
議
し
認
定
作
業
を

進
め
る
と
発
言
し
た
。
そ
こ
で
、

認
定
作
業
に
１
年
以
上
も
か
か

っ
た
理
由
及
び
、
美
波
町
独
自

の
判
断
基
準
と
徳
島
県
が
示
し

て
い
る
判
断
基
準
の
ど
こ
が
ど

う
違
う
の
か
ま
た
実
施
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
特

定
空
家
の
認
定
判
断
と
指
導
、

助
言
を
目
的
に
特
定
空
家
等

審
議
部
会
を
設
置
し
、
第
１

回
の
審
議
会
で
は
、
特
定
空

家
候
補
２
件
提
示
し
写
真
に

よ
る
現
状
把
握
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
、
今
年

度
中
の
認
定
に
向
け
審
議
部

会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
た
。

　

実
施
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
２
月
５
日
の
第
１
回
空
家

対
策
協
議
会
で
承
認
さ
れ
４
月

１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い

る
。　

特
定
空
家
の
判
断
基
準

は
、
保
安
・
衛
生
・
景
観
・
生

活
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
判

断
基
準
表
を
作
り
、
ど
の
項
目

に
該
当
す
る
か
調
査
し
て
い
る
。

こ
の
判
断
基
準
表
は
徳
島
県
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
な
い
。
特
定

空
家
の
認
定
作
業
の
遅
れ
に
つ

い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作

成
、
所
有
者
の
特
定
や
意
向
調

査
に
よ
る
。

特
定
空
家
の
状
態

①
放
置
す
れ
ば
倒
壊
著
し
く

保
安
上
危
険
と
な
る
状

態
。

②
放
置
す
れ
ば
著
し
く
衛
生

上
有
害
と
な
る
状
態
。

③
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
状
態
。

④
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め

に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適

切
な
状
態
。

質
　
問

　
一
般
質
問
で
提
案
し
た
個
別

事
案
の
審
議
結
果
等
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
具
体

的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

審
議
部
会
で
審
議
し
た
２
件

に
つ
い
て
は
、
現
在
特
定
空
家

認
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
と

こ
ろ
で
、
所
有
者
と
思
わ
れ
る

方
々
に
対
し
写
真
を
添
え
除
却

も
含
め
相
談
し
た
い
と
の
内
容

で
通
知
し
て
い
る
。
そ
の
状
況

を
見
な
が
ら
今
後
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

る
。
又
、
個
別
案

件
の
提
案
を
受
け

れ
ば
、
状
況
に
応

じ
審
議
部
会
に
諮

り
特
定
空
家
の
認

定
に
向
け
て
作
業

を
進
め
た
い
。

審議部会で協議された２事案
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不
具
合
が
生
じ
た
場
合
は
自
主
防
災
会
と
協
議

し
な
が
ら
改
善
策
を
検
討
し
た
い

答　弁 1
え
び
す
避
難
タ
ワ
ー
の
雨
水
侵
入
対
策
を

戎
えびすの

野　　博
ひろし

議員録画配信中

質
　
問

　
自
主
防
災
会
及
び
町
内
会
か

ら
も
避
難
ビ
ル
、
居
室
化
を
希

望
し
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
要

望
し
て
き
た
が
出
来
上
が
っ
た

避
難
タ
ワ
ー
の
３
階
避
難
ス
ペ

ー
ス
に
側
面
腰
高
開
口
部
（
幅

4.6
ｍ
×
高
さ
１
ｍ
）
４
カ
所
及

び
西
側
出
入
り
口
（
4.7
ｍ
×
２

ｍ
）
と
屋
上
階
段
開
口
部
が
大

き
く
開
い
て
お
り
、
雨
水
が
侵

入
し
避
難
し
て
き
て
も
横
に
も

な
れ
な
い
。
風
雨
よ
け
ビ
ニ
ル

カ
ー
テ
ン
取
り
付
け
可
能
の
対

策
を
し
て
い
る
が
金
具
が
室
内

側
に
あ
り
雨
水
が
侵
入
し
て
お

り
、
階
段
天
井
テ
ン
ト
取
り
付

け
も
高
齢
者
に
は
重
く
外
部
金

具
取
付
も
危
険
で
あ
る
。

　
側
面
開
口
部
に
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
窓
を
後
付
け
し
、
避
難
ス
ペ

ー
ス
の
改
善
を
図
れ
な
い
か
。

階
段
天
板
を
ア
ル
ミ
板
等
で
覆

う
こ
と
で
雨
水
が
落
ち
て
こ
な

い
よ
う
に
改
善
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
津
波
か

ら
一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
で

あ
り
、
避
難
困
難
者
の
避
難
場

所
で
あ
る
。
風
雨
対
策
と
し
て

開
口
部
を
ビ
ニ
ル
カ
ー
テ
ン
で

覆
う
方
法
を
と
っ
て
お
り
避
難

高
台
に
あ
る
老
人
ル
ー
ム
は
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
あ
る
の
で
避
難
場
所
と
す
る
か
ど
う
か
は

町
内
会
と
検
討
し
た
い

答　弁 2
井
ノ
上
の
老
人
ル
ー
ム
を
氾
濫
時
の
避
難
場

所
と
し
て
改
修
利
用
で
き
な
い
か

質
　
問

　
集
中
豪
雨
時
、
北
河
内
谷
川

の
越
水
、
氾
濫
に
よ
り
、
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
井
ノ
上
公

会
堂
や
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
が

冠
水
し
て
避
難
で
き
な
い
し
、

危
険
で
使
え
な
い
状
況
が
考
え

ら
れ
る
が
対
策
と
し
て
地
域
の

高
台
に
あ
る
平
屋
の
老
人
ル
ー

ム
を
浸
水
時
の
避
難
場
所
と
し

て
改
修
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
め
な
い
か
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

北
河
内
谷
川
が
重
要
河
川
と

な
っ
て
お
ら
ず
浸
水
想
定
区
域

の
指
定
が
な
い
。
現
在
、
井
ノ

上
地
区
で
は
井
ノ
上
公
会
堂
が

津
波
災
害
と
土
砂
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
、
井
ノ
上
教
育

セ
ン
タ
ー
が
地
震
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
。
高
台
に
あ
る
井
ノ
上
老
人

ル
ー
ム
は
土
砂
災
害
の
警
戒
区

域
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
危
険

性
が
あ
る
の
で
避
難
場
所
と
す

る
か
ど
う
か
は
町
内
会
の
意
見

を
聞
い
て
良
い
方
向
で
検
討
し

た
い
。

者
で
カ
ー
テ
ン
を
張
っ
て
い
た

だ
く
。
雨
風
の
侵
入
状
態
を
確

認
し
な
が
ら
検
証
し
、
避

難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
不

具
合
が
生
じ
た
場
合
は
自

主
防
災
会
と
協
議
し
な
が

ら
改
善
策
を
検
討
し
た
い
。

　

屋
上
へ
の
天
井
開
口
部

の
改
善
に
つ
い
て
は
屋
上

の
手
す
り
の
強
度
な
ど
を

検
討
し
、
自
主
防
災
会
と

協
議
し
な
が
ら
改
善
策
を
進
め

た
い
。

屋上から雨水が降り注ぐ

大きく開いた開口部
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事
務
効
率
の
向
上
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
抑

制
に
取
り
組
む

答　弁 1
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
は

山
やま

本
もと

　正
まさ

男
お

議員録画配信中

質
　
問

　
働
き
方
改
革
関
連
法
を
受
け

て
、
本
町
に
お
い
て
は
働
き
方

改
革
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
行
く
の
か
。
又
そ
の
課
題
、

対
す
る
対
策
は
。
合
併
等
に
よ

る
年
齢
層
の
偏
在
は
な
い
の
か
。

職
員
の
出
退
勤
時
刻
記
録
は
。

　
宿
日
直
業
務
の
外
部
委
託
を

含
め
て
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

職
員
意
向
調
査
等
を
行
い
、
職

員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
宿
日

直
前
後
の
不
在
時
間
解
消
に
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
緊
急

時
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
が
、

県
内
合
併
市
町
で
人
件
費
減
が

最
少
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

働
き
方
改
革
方
を
受
け
て
、

な
お
一
層
の
事
務
効
率
を
図
り
、

課
題
で
あ
る
時
間
外
勤
務
の
抑

制
に
取
組
み
、
年
次
休
暇
の
取

得
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
で
１
人
約
13
日
取

得
さ
れ
て
お
り
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
課
題
対
策
を
図

り
、
年
齢
層
の
偏
在
は
20
歳
代

か
ら
30
歳
代
の
職
員
数
の
割
合

が
10
％
台
と
低
い
状
態
で
あ
り

ま
す
。
出
勤
に
際
し
て
は
総
務

森
林
所
有
者
対
象
に
今
後
、
経
営
管
理
意
向
調

査
票
を
発
送
す
る
予
定
と
し
て
い
る

答　弁 2
森
林
環
境
譲
与
税
の
動
向
は

質
　
問

　
年
２
回
に
分
け
て
の
譲
与
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
美
波
町
へ

の
本
年
度
分
の
譲
与
額
は
い
く

ら
か
。
さ
ら
に
は
形
態
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
今
後
の
動
向

は
。

●
答
弁
　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

２
０
２
４
年
か
ら
市
町
村
が

個
人
住
民
税
と
合
わ
せ
て
年
額

千
円
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
ま
だ
確
定
額
で
は

な
い
が
、
配
分
額
は
１
０
０
７

万
円
の
見
込
み
。

　

令
和
元
年
７
月
設
立
さ
れ
た

徳
島
南
部
地
域
管
理
セ
ン
タ
ー

協
議
会
へ
の
負
担
金
及
び
森
林

整
備
担
い
手
対
策
等
に
使
う
予

定
。
今
後
10
月
に
経
営
管
理
意

向
調
査
票
を
発
送
す
る
予
定
と

し
て
お
り
、
順
次
地
域
説
明
会

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
で
あ
り
、

予
算
組
み
、
執
行
す
る
中
で
問

題
が
あ
れ
ば
、
関
係
自
治
体
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

課
に
備
え
て
い
る
出
勤
簿
に
押

印
す
る
が
、
出
退
勤
時
刻
に
つ

い
て
は
管
理
し
て
い
な
い
。　

　

日
直
業
務
は
本
町
２
名
支
所

１
名
で
勤
務
し
て
お
り
、
見
直

し
に
つ
い
て
は
職
員
の
意
向
調

査
等
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
、
職
員
の
負
担
軽
減
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
慎
重

に
考
え
る
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　

人
件
費
削
減
が
最
少
は
、
当

町
は
２
町
合
併
で
職
員
の
削
減

可
能
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
て
い
る
。
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休
暇
等
は
正
規
職
員
に
準
じ
る

答　弁 1
新
任
用
制
度
で
ど
う
変
わ
る

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員録画配信中

質
　
問

　
来
年
４
月
に
始
ま
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
で
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
あ

る
が
、
ど
う
違
う
の
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
勤
務
時
間
、
休
暇
、

勤
勉
手
当
以
外
の
手
当
等
は
正

規
職
員
に
準
じ
る
。
給
料
は
、

再
度
任
用
さ
れ
た
場
合
に
は
経

歴
を
考
慮
し
て
昇
級
す
る
よ
う

規
則
で
定
め
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
勤
務
時
間
は
１
日

７
時
間
程
度
で
、
休
暇
は
正
規

職
員
に
準
じ
る
。
報
酬
は
規
則

で
決
め
る
が
、
昇
級
は
な
い
。

　

新
制
度
に
よ
る
任
用
は
基
本

的
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
、
フ
ル

タ
イ
ム
は
看
護
師
、
保
育
士
、

教
員
を
考
え
て
い
る
。

薬
の
種
類
も
多
く
共
通
化
は
難
し
い

答　弁

新
た
な
負
担
は
な
い

答　弁 2
町
内
医
療
機
関
で
医
薬
品
に
差
が
あ
る

3
保
育
教
育
無
償
化
で
負
担
増
は

質
　
問

　
日
和
佐
診
療
所
は
、
美
波
病

院
に
あ
る
大
き
い
湿
布
薬
が
な

く
、
小
さ
い
も
の
し
か
な
く
、

し
か
も
負
担
額
も
異
な
る
。
同

じ
町
内
の
医
療
機
関
で
医
薬
品

は
統
一
で
き
な
い
の
か
。

質
　
問

　
10
月
１
日
か
ら
保
育
教
育
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
副

食
材
料
費
が
実
費
徴
収
と
な
り

保
護
者
負
担
の
増
加
に
な
ら
な

い
の
か
。
ま
た
、
利
用
料
を
滞

納
し
た
場
合
に
利
用
継
続
の
可

●
答
弁
　
武
田
診
療
所
事
務
長

　

現
医
薬
品
は
、
医
師
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
購
入
し
、
同
じ

効
果
の
薬
は
１
種
類
に
し
て
い

る
。
病
院
と
診
療
所
で
の
薬
品

の
共
通
化
は
難
し
い
。

否
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
ど
も
園
の
負
担
に
な
ら

な
い
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

３
～
５
歳
児
の
幼
児
教
育
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
０
～
２

歳
児
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ

れ
る
。
副
食
材
料
費
は
無
償
化

の
対
象
外
と
さ
れ
た
が
、
美
波

町
は
平
成
28
年
度
か
ら
利
用
者

負
担
を
第
２
子
以
降
無
料
と
し
、

給
食
費
も
す
べ
て
無
償
化
し
て

お
り
新
た
な
保
護
者
負
担
は
な

い
。
利
用
者
負
担
額
は
、
保
育

士
が
保
護
者
か
ら
集
金
し
て
い

る
。

　

利
用
費
の
督
促
に
い
た
る

ケ
ー
ス
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
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東由岐公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○日和佐まで行くの
が大変なので、老
人大学等の会を由
岐地区と日和佐地
区で開催してもら
いたい。

現在、由岐 からの参
加者はマイクロバス１
回で送迎し不足の場合
は公用車で対応してい
る。
 （教育委員会）

○美波病院予約を電
話でできないか。
また、診療待ち時
間の短縮ができな
いか。

日時、診療内容により
ますが電話予約は、前
向きに検討する。
診療設定時間を超える
場合や急患、体調不良
の方等で待ち時間が長
くなることがある。職
員間協議で待ち時間短
縮に取り組む。
 （美波病院）

○避難所計画はどの
ようになっている
のか。

避難所は、現在美波町
地域防災計画で37か
所を指定避難所として
いる。今後、避難所とし
て備品等の整備や機能
の充実を図りたい。
 （消防防災課）

○タクシー会社一社
で、多くの事業を
運営できるのか。

現在のところ、本町の委
託事業に問題は発生し
ていない。 （総務課）

議会だより報告会

住民出席者８人
議会出席者７人

（向山議長、広報委員全員、豊崎事務局長）

住民出席者 12 人
議会出席者７人

（向山議長、広報委員全員、豊崎事務局長）

令和元年７月22日㈪
19：00〜 21：00

令和元年７月 29日㈪
18：00〜 20：00

奥河町公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○介護タクシーの補助
はあるのか。

利用者には、介護保
険制度による負担を
してもらい、制度外
の補助はない。

（福祉課）

○溝掃除のため側溝の
フタを軽くしてもらい
たい。

要 望 箇 所 を 確 認 の
上、修繕対応に努め
る。 （建設課）

○議会報告会（意見交
換会）でテーマを限
定せずにしてもらいた
い。

有意義な会として開
催できるように検討
中である。

（議会議長）

○高台整備事業等で補
正予算の事業費の増
額が多すぎる。議会
のチェックが甘いの
では。

補正予算で増額した
ことはない。 （町長）

事業費の変更は、各
事業について説明を
受けており必要と認
めている。
 （議会議長）
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井ノ上公会堂
出席者からの意見・質問 対応・回答

○井ノ上公会堂と教育
センターが 冠 水の
恐れがあるので、老
人ルームを町民館と
し、避難所指定をし
て改修して欲しい。

土砂災害の危険が
あるので町内会と
検討したい。
（ 一 般 質 問 回 答
p14参照。）
 (消防防災課)

○北河内駅前（２号
線）道路を拡幅し
てもらいたい。

本村２号線の改良
方策は、今後検討
する。

（建設課）

○町職員が多すぎるの
ではないか。

職員数については
適正であると考え
ている。
 （総務課）

住民出席者 10 人
議会出席者６人

（広報委員全員、豊崎事務局長）
住民出席者６人

議会出席者６人（向山議長、広報委員全員）

冠水を指摘する
町内会長

令和元年８月 20日㈫
18：00〜 20：00

令和元年８月 31日㈯
19：00〜 21：00

天神町集会所
出席者からの意見・質問 対応・回答

○診療所、公園等の
草刈りはどのよう
にしているのか。

診療所はとみた県南コミュニ
ティケアセンターと草刈り契
約している。 （健康増進課）

公園等については住民生活
課 作 業 班 が主に草 刈りを
行っている。 （教育委員会）

○台風等自然災害
時に隣保館を使
用できないか。
また、公共施設
に公衆電話を設
置できないか。

現在、美波町地域防災計画
で、日和佐隣保館は地震災害
と土砂災害時の避難所として
指定している。 （消防防災課）

現在設置予定はない。
 （住民生活課）

○自然災害時に天神
地区に隣接する日和
佐川の堤防が決壊
しないか不安。調査
をしてもらいたい。

管理者の徳島県に対し、安
全管理・耐震対策等の要望
を行う。
 （建設課）

○高齢者が多いため、
避難等使用の車い
すを集会所に設置
してもらいたい。

消防防災課と検討する。
 （教育委員会）

○介護保険料が高く
て重荷になってい
る。下げてもらえ
ないか。

本町は、国が示す９段階保険
料軽減を適用している。介護保
険基準額は９年間据え置き、県
下でも下位にある。 （福祉課）

住民に返す−議会だより報告会−
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本町集会所
出席者からの意見・質問 対応・回答

○自然災害等でＪ
Ｒ が 運 休 の 場
合、ＤＭＶ（線路
と道路が走行で
きる車両）で代
行できないか。

運行経路の変更は、運輸
局の認可が必要であるた
め、代行運行は難しい。
 （総務課）

○野良ネコの糞尿
対策を条例化で
きないか。

「家庭動物等の飼育及び保
管に関する基準」で、犬の基
準は示されているが猫の基
準はない。野良猫は飼い主
がいないので指導できない
状況。これ以上野良猫を増
やさない啓発と餌をやらな
いよう指導していくのが得策
と考える。 （住民生活課）

○公共下水道を早
く進めてもらい
たい。

本町地区の公共下水道は、
令和元年度に詳細設計を
終え、令和２年度から工事
着手の予定。着手前に、対
象地域の住民説明会を予
定している。 （建設課）

○旧水産高校グラ
ンドを硬式野球
に使えないか。

現状は、主にサッカー使
用の施設として整備され
て い る の で 、 野 球 用 の
フェンスやピッチャーマ
ウンドもなく公式野球に
は適さない。 （教育委員会）

住民出席者 11 人
議会出席者５人（広報委員全員）

住民出席者８人
議会出席者６人

（広報委員全員、豊崎事務局長）

令和元年９月 25日㈬
19：00〜 21：00

令和元年９月 27日㈮
19：00〜 21：00

寺込公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○日和佐城改修中の看
板を登り口で分かる
ようにしては。

登り口に「長 期 閉 館
中」と書いた看板を設
置した。 （産業振興課）

〇高齢者の願いとして、
「テレビ中継」を早
くしてもらいたい。

議会内で賛否両論が
あり、今後の課題。
 （議会議長）

〇住民の発言を、職員
が 無 断 録 音してい
る。やめてもらいた
い。

そのような事例は把
握していない。
 （総務課）

○有害鳥獣の処分に困
る。処理施設は出来
ないか。

多くの捕獲員は、自
分の所有地に埋設し
ている。今のところ
処理施設を作る予定
はない。 （産業振興課）

○行政改革（議員・町
職員の削減）に取り
組んでもらいたい。

　町外在住の町職員
が多くなりつつあ
る。

職員数については適正
であると考えている。
職員の居住地に制限
は設けていない。
 （総務課）

議員定数は総合的に
現状維持が望ましい。
 （議会議長）

住民の生の声を町に伝え
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質問議員・質問内容 答　弁 現状と質問者の想い

舛
田

ワールドマスターズ
ゲームズの取り組
みは。

実行委員会を立ち上げ、
大会を成功させたい。 ➡ ９月 25 日に実行委員会が発

足。今後町民に協力依頼と周
知を図る。

寺
下
「谷屋」の具体的な
進捗を知りたい

今後も、月１回検討会を
実施し、活用や運営方法
について検討する。 ➡

近隣町内会や関係団体が新た
に加わり検討会を行っている。
保存改修工事は、年度内完了
に向け取り組んでいる。

宮
原

住民意向調査の回
答分析（５段階評
価）は高台整備へ
の誘導ではないか。

住民が今後どのような事
業を要望しているかを見
るため、５段階で評価した。➡

とても重要を５点、全く重要
でないを１点とした分析は、
合理的でない。訂正するべき
でないか。

北
山

奨学金制度で人材
を町に留める施策
を。

教育委員会としてしっか
り考えたい。 ➡

「制度の公平運用が重要と考え、
過疎対策の償還金減免制度は
見送った」、美波町には過疎対
策が重要、政策の統一性を。

戎
野

し尿処理施設を廃
止し、日和佐浄化
センターに統合で
きないか

下水道への接続は衛生組
合の問題で、答えられな
い。 ➡ 将来展望を考え公共下水道へ

統合し、町負担を軽くして郡
内処理も統廃合すべきである。

山
本

持続可能な稲作農
業への取り組みは。

生産者、JA と協力体制
を取り、国の政策動向を
踏まえ、持続可能な稲作
農業に取り組みたい。

➡
赤松地区において、複数回会
議を開催し、営農継続と保全
管理等の課題解決を進めてい
る。

中
川

返還金 700 万円の
時効はいつか。

来年３月４日が時効成立
日。 ➡ 「債務者には依頼している」詳

細は個別に聞く。

「あの答弁、ほのあとどないなっとん !?」

〈６月定例会一般質問より〉



21

美波町議会だより 第54号

◦
表
紙
の
題
字
「
美
波
」
は
、
地
域

の
人
の
参
加
が
良
い

◦
表
紙
の
写
真
の
コ
メ
ン
ト
は
理
解

を
促
す

◦
議
案
〇
号
の
み
の
記
載
で
な
く
、

内
容
説
明
が
必
要

◦
「
議
長
の
一
言
」
は
、
10
年
、
20

年
先
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
良
い
こ

と
。
住
民
と
共
に
の
発
想
が
必
要

◦
一
般
質
問
の
見
出
し
が
少
し
長

い
。
本
文
の
ま
と
め
は
良
い

◦
「
住
民
の
要
望
・
意
見
交
換
を
協

議
」
は
議
会
の
対
応
が
住
民
に
伝

わ
る

◦
全
体
と
し
て
読
み
や
す
い

【
か
つ
う
ら
議
会
だ
よ
り
】

一
般
質
問
の
目
次
を
質
問
の

項
目
ご
と
に
し
て
い
る
が
議

員
ご
と
よ
り
ベ
タ
ー

【
か
み
や
ま
議
会
だ
よ
り
】

写
真
が
少
な
い
。
議
案
の
一

覧
よ
り
審
議
を
入
れ
た
方
が

良
い

【
海
陽
町
議
会
だ
よ
り
】

主
な
事
業
の
説
明
で
、
事
業

ご
と
の
写
真
が
あ
る
の
は
わ

か
り
や
す
い

着実に進む議会と
　　　　広報の活性化

項　目 町村議会 市議会 備考（町村分）
広報紙の発行状況 96.4％ 98.7％
　うち　議員のみで制作 31.2％ 7.2％
　　　　議員＋事務局 63.9％ 82.1％
意見交換会の開催 39.6％ 53.7％ 2012 年比 1.5 倍
議会モニター・アドバイザー　　　66議会 25議会 前年比 17議会増
広報の常任委員会化 23.0％ 6.1％
議会基本条例の制定 33.0％ 60.8％ 前年比 16議会増
研修会資料から作成（町村は 2018年７月、市は 2017年 12月現在）

１　全国議会広報の動き

２　
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
県
内
）【
吉
村
潔
講
師
の
評
価
】

◆意 見 交 換 会 � 40％の町村議会で実施
◆議会基本条例 � 33％の町村議会で制定

①
美
波
町
議
会
だ
よ
り

（
第
52
号
）
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
他
町
の
広
報
誌

広
報
研
修
会
：
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
（
8
月
23
日
、
徳
島
市
）

参　

加　

者
：
北
山
委
員
長
、
戎
野
副
委
員
長
、
宮
原
委
員
、
中
川
委
員
、
山
本
委
員
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美波町議会だより 第54号

印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉北山朝彦　〈副委員長〉戎野　博
〈委　員〉宮原英夫　中川尚毅　山本正男

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp

　９月議会は町民からの「請願」が７件あったので少ないページに入れる

のには大変苦労した。今期より「議会だより」のQRコードを作り、直接、

議会の議案審議や各議員の一般質問を見ることが出来るようになったので、

住民の願いがどうなのかをぜひ、スマホやパソコンで覗いてほしい。

　同様のことを誰でもが家庭のケーブルテレビでいつでも見れるようにす

るのが行政・災害・生活情報を中心とする「テレビ中継化」の取り組みで

ある。住民優先の議会でありたい。� 広報副委員長　戎野　博

編集後記

＆我 が 家 物私 の 宝

弟がくれた鄭
てい

板
ばん

橋
きょう

の拓本

　これは、鄭
てい
板
ばん
橋
きょう
（1693 ～ 1765）の書の拓本で、たて 30㎝横 20

㎝に折りたたんだものです。鄭板橋は、中国（清）の文人・画家・書
家で、詩も多い。彼の書体（筆遣い）が独特で、私も大変気に入って
います。小坂奇石のように人気が出て来ていてます。
　この拓本は、王

おう
義
ぎ
士
し
の拓本、端

たん
渓
けい
の硯とともに、弟が私の退職記念

として贈ってくれたものです。弟は、私の８歳下で、私が子守りをし
てかわいがっていました。私は、40歳で書道をはじめ、原田観峰先
生（福岡県）に師事して５段になりました。私の退職時に、商社に勤
めていた弟が中国の端渓で買って、送ってくれました。私が大事にし
ている品物の中でも、この拓本は特に思い出が深いものです。

奥河町
福
ふく
島
しま
　敏
とし
夫
お
さん（82歳）


